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温州みかん
（全国で最も
収穫量の多い
柑橘）

２

・約400年前に中国から鹿児島県の
長島に伝わった柑橘の種から偶然
発生（♀紀州ミカン×♂クネンボ）

・甘味と酸味のバランスがよく、
果皮も簡単に剥けるので、
おいしさと手軽さが好まれ、
日本の冬の果実として定着

・収穫量（約90万トン）、国民1人
あたりの年間消費量（4～5㎏）
最盛期（S50年）の約1/4にまで
減少
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カンキツの機能性成分と保健機能
分類 機能性成分 保健機能

カロテノイド類
β-カロテン、β-クリプトキ
サンチン、ゼアキサンチン、
ビオラキサンチン

体内の酸化ストレスを防ぐ（がん、循環器
疾患の予防）、β-クリプトキサンチン（ﾋﾞﾀ
ﾐﾝA活性、肝臓保護、骨の健康維持 他）

フラボノイド類
（フラバノン）

ナリルチン、ヘスペリジン、
ナリンギン、ネオヘスペリ
ジン

ヘスペリジン（毛細血管の強化作用、抗ア
レルギー作用、抗ウイルス作用、骨形成促
進作用）

フラボノイド類
（フラボン）

ノビレチン、ヘプタメトキ
シフラボン、タンゲレチン

ノビレチン（発がん抑制効果、認知症予防、
美肌効果）

リモノイド類 リモニン、ノミリン ガン予防効果

クマリン
オーラプテン、ジヒドロキ
シベルガモチン

オーラプテン（発がん抑制効果）

その他のポリ
フェノール、
精油、多糖類、
有機酸等

シネフリン、クロロゲン酸、
リモネン、ペクチン、
クエン酸

シネフリン（健胃効果、鎮咳効果）、クロ
ロゲン酸（抗酸化作用）、リモネン（中枢
神経の興奮の鎮静化、ストレス軽減効果）、
ペクチン（血中のコレステロール低下作用、
発がん抑制作用）、クエン酸（カルシウム
吸収促進、疲労回復効果）
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β-カロテン

β-クリプトキサンチンHO

β-クリプトキサンチンとはβ-クリプトキサンチンとは

・温州みかんに特徴的に多く含まれるだいだい色の色素
・カロテノイドと呼ばれる成分の一種
・体内で必要に応じて一部がビタミンAに変換
・温州みかん1個（100g）の可食部に約1.0mg含有

５ Copyright EHIME BEVERAGE All rights reserved



Yano M.,  Kato M.,  Ikoma Y., Kawasaki A., Fukazawa Y., Sugiura M., Matsumoto H., Oohara Y., 
Nagao A., and Ogawa K. (2005) Quantitation of Carotenoids in Raw and Processed Fruits in Japan. 
Food Sci. Technol. Res. 11 (1), 13-18

果実中のβ-クリプトキサンチン含量

β-クリプトキサンチン（mg/100g）
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農水省実用技術開発事業農水省実用技術開発事業
（研究の背景）
・静岡県三ヶ日町研究からβ-ｸﾘﾌﾟﾄｷｻﾝﾁﾝが多く含まれる
みかんをたくさん食べることが、特に肝臓を中心とした
代謝性疾患の予防に有効

（研究の背景）
・静岡県三ヶ日町研究からβ-ｸﾘﾌﾟﾄｷｻﾝﾁﾝが多く含まれる
みかんをたくさん食べることが、特に肝臓を中心とした
代謝性疾患の予防に有効

・近年、増加している非アルコール性脂肪肝や脂肪肝炎に
対するβ-ｸﾘﾌﾟﾄｷｻﾝﾁﾝの有効性や作用メカニズムを解明
するため、実用技術開発事業を実施
（共同研究機関）

・農研機構 果樹研究所（中核機関）
・農研機構 食品総合研究所
・金沢大学
・愛媛大学
・㈱えひめ飲料

・近年、増加している非アルコール性脂肪肝や脂肪肝炎に
対するβ-ｸﾘﾌﾟﾄｷｻﾝﾁﾝの有効性や作用メカニズムを解明
するため、実用技術開発事業を実施
（共同研究機関）

・農研機構 果樹研究所（中核機関）
・農研機構 食品総合研究所
・金沢大学
・愛媛大学
・㈱えひめ飲料
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農研機構でのβ-ｸﾘﾌﾟﾄｷｻﾝﾁﾝ精製法の確立農研機構でのβ-ｸﾘﾌﾟﾄｷｻﾝﾁﾝ精製法の確立
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・従来法：大型液体クロマトグラフ装置を使った精製
実験用試薬が数万円/mgと非常に高価

β-クリプトキサンチンの研究が進まない一つの理由

・確立した精製法
①温州みかんパルプから、溶媒分画のみの簡単な操作で
遊離型β-クリプトキサンチン（精製試薬）が製造可能

②カラム精製の必要がなく、従来法と比べ、簡易な実験
室レベルでの大量調製が可能



動物試験結果（金沢大学）動物試験結果（金沢大学）

・マウスを用いて、β-ｸﾘﾌﾟﾄｷｻﾝﾁﾝが脂肪肝及び
脂肪肝炎に与える影響を調査

・結果：
①高脂肪食の摂取において、糖や脂質の代謝、
インスリン抵抗性を改善して、脂肪肝や脂肪
肝炎になるのを予防

②脂肪肝炎ﾓﾃﾞﾙﾏｳｽにβ-ｸﾘﾌﾟﾄｷｻﾝﾁﾝを12週間投与
・肝臓組織の脂肪の蓄積、炎症、繊維化が改善
・ほぼ正常に近い状態まで回復し、治療効果も
確認
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みかん
ジュース

静置

上清 β-crpの多
いパルプ

β-crpの少
ないパルプ

β-ｸﾘﾌﾟﾄｷｻﾝﾁﾝ高含有果汁の製造方法の開発

みかんジュースの果肉分（パルプ）
には2種類ある
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性質の違いにより遠心力の差を
利用して分離が可能

β-crpの少ないパルプは沈みやすく、
β-crpの多いパルプは沈みにくい。

軽遠心機（デカンター）
β-crpの少ないパルプを沈降除去

重遠心機（デラバル型遠心機）
β-crpの多いパルプを沈降回収

・２段階の遠心分離処理により、通常の
みかん果汁の15～20倍のβ-クリプト
キサンチンを含む果汁の製造が可能
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ヒト介入試験（愛媛大学）

・脂肪肝と脂肪肝炎の人39名を対象に125mlあたり
3mgのβ-ｸﾘﾌﾟﾄｷｻﾝﾁﾝを含むみかんジュースを毎日
1本12週間飲用してもらい、β-ｸﾘﾌﾟﾄｷｻﾝﾁﾝが肝臓に
及ぼす影響を調査

・結果：
・血液中の肝機能の指標値が改善
・インスリン抵抗性の数値も改善
・酸化ストレスを表す数値も改善
・糖尿病の悪化もなし

※β-ｸﾘﾌﾟﾄｷｻﾝﾁﾝ高含有みかんジュースは、非アル
コール性脂肪肝炎の改善効果が期待できる。
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実用技術開発事業の研究成果を活かした
「みかんジュース」を発売

実用技術開発事業の研究成果を活かした
「みかんジュース」を発売

・商品名「POM アシタノカラダみかんジュース」

・ヒト介入試験で使用したジュースをそのまま商品化

・小容量・低カロリー（125ml・55kcal）
⇒みかん約１個分のカロリー

・１パックに３mgのβ－クリプトキサンチン
⇒みかん約３個分のβ－クリプトキサンチン

・2013年3月4日 通販専用商品として発売
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「アシタノカラダみかんジュース」が
機能性表示食品として消費者庁に受理

今後の展望
肝臓の健康維持、血糖値の上昇抑制
などのヘルスクレームの表示を検討

届出表示（届出番号 A105）
本品には、β－クリプトキサンチンが
含まれています。β－クリプトキサン
チンは骨の良好な代謝を助けることに
より、骨の健康維持に役立つことが
報告されています。

13 Copyright EHIME BEVERAGE All rights reserved



伊勢志摩サミット国際メディアセンターで日本
で新たに施行された機能性表示食品制度の
機能性表示食品として展示紹介されました。
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商品のライフサイクルの短命化と
商品開発の現状

商品のライフサイクルの短命化と
商品開発の現状

・清涼飲料業界では年間2,000の新製品が発売され、
同じ数の商品が消えていくといわれている。

・ほとんどの商品のライフサイクルは2～3ヶ月と
短命化している。

メーカーでは、売場での商品の棚を確保するため
マーケット主導の商品開発に終始している。
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研究型商品開発の必要性研究型商品開発の必要性

マーケット主導型の商品ではなく、真に消費者
の健康に資する科学的エビデンスに基づいた

研究開発型の商品開発が必要

公的研究機関の基礎研究力と民間企業の
商品開発力との連携により実現
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産学官連携により研究を行うことの
メリットとポイント

産学官連携により研究を行うことの
メリットとポイント

（メリット）
・専門性の高い分野を専門の研究機関が担当
・非常に効率的（短期間）
・信頼性の高い研究成果を得ることが可能
・エビデンスに基づいた高付加価値製品の開発が可能
・産学官で構築されたネットワークは、次の研究や連
携へと発展させることができる財産

（ポイント）
・最終目標（研究成果物及び開発商品）が共通で
ある研究機関同士がうまくマッチングし、いか
に連携して進められるかが非常に重要
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産学官連携に関する今後の取り組み産学官連携に関する今後の取り組み
研究開発型の商品の開発（民間企業の限界）

実現が可能

・産学官連携で構築されたネットワークを活用
・β-クリプトキサンチンの機能性研究の推進と
認知率の向上を図る。

・カンキツの新たな機能性研究と商品開発に
ついても取り組みを進める。
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公的研究機関
基礎研究力

民間企業
商品開発力連携


